
　　年　　月　　日　
エリアごとの魅力を生かした事業の提案書
１　事業の概要

	(1) イベント(事業)
　名称
	

	(2) 実施体制
	

	(3) 事業の具体的な内容(①津久井、宮ヶ瀬、山北のいずれかのエリアの魅力(特色)を生かしており、②新規性(県内初、エリア初のいずれか)又は独自性(そのエリアだからこそできる)の内容があること。
　※　①と②の要素をそれぞれ記載すること)


	(4) 事業の年間スケジュール


	(5) 事業を通じて期待できる効果(交流人口の増加、地域活性化や水源環境の理解促進)


	(6) 補助金の交付を受けた年度の翌年度以降、少なくとも概ね３年経過後までに県の資金を原資とする補助金の交付を受けずに事業を行うとする年度ごとの資金計画
　※　補助終了後にどのように収入を確保して、自立して事業を継続するのか記載してください。

	(7) (２年目又は３年目の事業の場合のみ記載)県の支援を引き続き必要とする理由
　※　２年目の事業は３年目の資金計画と補助を受ける意向があるのか記載してください。


	(8) その他




第１号の２様式(用紙　日本産業規格　Ａ４縦長型)


(第５条関係)









